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研究成果の概要：大腿筋肉量を測定すれば断面積のみであっても筋肉量の推定が可能になり、

高齢者のバランスがわかる。このことから転倒のしやすさにつながる指標であることが明らか

になった。つまり比較的簡便にかつ非侵襲的な CT 検査を行うことで大腿筋肉量の変化が高齢

者の QOL を評価しうる指標である。大腿筋肉量を維持・増加させることが骨折の予防に繋がる

こと、高齢者の寝たきり予防につなげていくことができる。 
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１．研究開始当初の背景 

高齢者の QOL の改善のための大きな要素は、

「寝たきり防止」である。老年者において、

転倒による骨折は女性では寝たきり原因の

第 1位であるといわれている。高齢化社会の

到来とともに、骨粗鬆症患者の増加があり、

近年ビスフォスフォネート製剤の服用など

による治療が積極的に行われるようになっ

てきたが、一方では起立性低血圧など生体機

能の低下への対策に関しても多くの知見が

積み重ねられてきた。その知見は、高齢者の

起立耐性の低下を早期発見するための指標

や、寝たきり状態における不可逆に近い生体

機能の変化を回復させる方法論として多大

な応用可能性があると考えられている。ただ

しこの生体機能の低下に関しては個人個人

の体質・体型からみたバランス感覚も重要な

要素であると考えられる。 
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２．研究の目的 

健常高齢者を対象とした抗加齢ドックは本

施設が昨年全国に先駆けて開始した施設で

ある。これまでの人間ドックと異なり、「暦

年齢と身体年齢（＝血管年齢）の差異」をド

ック検診で判定し、医師のカウンセリングを

通じて健康生活への啓蒙を行っている。ここ

では個別にはすでに多くの人間ドックでも

行われている脳ドック、認知機能検査、一般

動脈硬化指標をすべて一度に行うことで血

管年齢の評価をする。さらに動脈硬化の進展

に重要な役割を演じることが知られて近年

注目をあびているメタボリックシンドロー

ムの診断も行っている。我々のデータはメタ

ボリックシンドロームの判定には高齢者で

は独自の判定基準が必要なことを提唱して

いる。すなわちこれまで一般に行われている

ウェスト測定は内臓脂肪を評価する指標と

しては不十分であるとのデータが得られて

いる。具体的には内臓脂肪 100cm2 に相当す

るウェストは平均年齢 65 歳では男性で 78cm、

女性で 77cm である。このことから当抗加齢

ドックでは検診受診者のデータをもとに高

齢者におけるメタボリックシンドロームの

診断基準の作成を試みている。我々は内臓脂

肪の蓄積と大腿筋肉量の間には日常の運動

習慣とも関連して何らかの相関があると考

えており、全例に大腿近位１／３部での横断

像を撮像している。さらにこの大腿筋肉量定

量が骨塩量あるいは身体バランスとの相関

を示すならば、メタボリックシンドロームを

予防するための運動や食事は大腿筋肉量を

増加させることで転倒を予防し、ひいては骨

折の予防により寝たきり患者を減らすこと

ができるという仮説が科学的に証明される

ことになる。 

 

３．研究の方法 

⑴大腿筋肉量の測定 

抗加齢ドック時にGE社製 24列ＣＴを用いて

大腿近位１／３の部分にマーキングし、この

部位の断層撮影を行う。筋肉の CT 値を標準

化したのち全例に同じ条件で施行する。 

⑵骨密度量の測定 

抗加齢センターに所有するエルク社製超音

波骨密度測定装置 CM-100 を用いる 測定

部位は踵骨で中心周波数 500kHz の超音波パ

ルス透過法を用いて骨内伝播速度を測定す

るもので測定時間は約 10 秒であり検診に一

次スクリーニングに最適な機器である。 

⑶重心動揺検査 

愛媛大学附属病院臨床検査室に所有するア

ニマ社製重心動揺計「システムグラビコー

ダ」を用いて行う。重心動揺検査は、直立時

の足圧中心の動きから身体動揺を客観的、数

量的に捉える検査で動揺の程度、性質、方向

等を測定する。これにより開・閉眼直立の差

を調べ、平衡機能の総合判定に利用されてい

る。標準的検査法は日本平衡神経科学会によ

り定められた方法で行う。 

⑷片足立ち時間の測定 

抗加齢センター検査室で行う。外部よりの刺

激をなくすよう検査室内で、右及び左足によ

る片足立ち時間をストップウオッチで計測

する。 

横断的な解析・検討 

収集した各指標を用い以下の観点から横断

的な検討を行い、研究目標に掲げた事項の解

明を目指す。 

・ 大腿筋肉量と骨密度量との相関 

・ 大腿筋肉量と重心同様検査でのバ

ランス機能の相関 

・ 大腿筋肉量と片足立ち時間の相関 

 

 



４．研究成果 

 

大腿筋面積 

1)大腿筋面積は男性で高値を示し体重と相

関を示した。 

2)大腿筋面積は加齢にともなって有意に減

少した。 

重心動揺(総軌跡長/外周面積) 

1)重心動揺は男性で有意に高値であり加齢

とともに増加した。 

大腿筋面積と重心動揺 

1)大腿筋面積自体は総軌跡長/外周面積と相

関しなかった。 

2)単位大腿筋面積あたりの体重増加が男性

において総軌跡長/内部面積と相関した。こ

の相関は年齢/身長調整後も有意であった。 

 大腿筋面積と実際の脚筋力との相関は検

討していないが、一定の精度をもって筋力を

反映する指標であると考えられる。今後脚筋

力との相関を検討していく必要がある。 

 大腿筋面積と重心動揺の相関解析からの

結 果 と し て 、 絶 対 的 な 筋 力 の 低 下

（Sarcopenia）ではなく、体重に対する相対

的な筋力の低下（Sarcopenic Obesity）が重

心動揺の増加、ひいては転倒リスクとして重

要であると考えられた。 

まとめ 

大腿筋肉量の変化が高齢者のQOLを評価しう

る指標になり、これを維持・増加させること

が骨折の予防に繋がること、高齢者の寝たき

り予防につなげていくことができることを

証明した（写真下は大腿筋面積測定写真）。 
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